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支配株主の範囲とそれに応じる規制の構築

支
配
株
主
の
範
囲
と
そ
れ
に
応
じ
る
規
制
の
構
築

朱　
　
　
　

 

大　
　

 

明

一　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
一
月
七
日
に
東
京
証
券
取
引
所
は
「
従
属
上
場
会
社
に
お
け
る
少
数
株
主
保
護
の
在
り
方
等
に
関
す
る
研
究
会
」

（
以
下
で
は
「
研
究
会
」
と
略
す
）
に
よ
る
審
議
を
開
始
し
た
。
当
該
「
研
究
会
」
の
設
置
の
趣
旨
に
つ
い
て
、「
実
質
的
な
支
配
力
を

持
つ
株
主
（「
支
配
的
な
株
主
」）
を
有
す
る
上
場
会
社
（「
従
属
上
場
会
社
」）
を
巡
る
最
近
の
事
例
が
示
唆
す
る
問
題
点
、
支
配
的
な

株
主
と
従
属
上
場
会
社
の
少
数
株
主
と
の
間
の
利
害
調
整
の
在
り
方
、
少
数
株
主
保
護
の
枠
組
み
等
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
」（
以

一　

は
じ
め
に

二　

支
配
株
主
規
制
の
立
法
と
企
業
の
あ
る
べ
き
姿

三　

支
配
株
主
の
範
囲
と
実
質
的
支
配
者
の
位
置
づ
け

四　

支
配
株
主
と
実
質
的
支
配
者
を
規
制
す
る
法
理
論

五　

会
社
法
と
金
融
商
品
取
引
法
の
異
な
る
使
命
と
支
配
株
主
規
制
の
構
築

六　

終
わ
り
に
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下
で
は
支
配
株
主
に
関
す
る
問
題
を
支
配
株
主
問
題
と
略
す
）
と
示
さ
れ
た（

（
（

。

　

支
配
株
主
問
題
と
は
、
支
配
株
主
は
会
社
と
そ
の
他
の
株
主
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
自
分
の
利
益
の
た
め
そ
の
有
す
る
権
利
・
地

位
（
支
配
力
）
を
行
使
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
た
め
、「
支
配
株
主
と
会
社
と
の
間
」
と
「
支
配
株
主
と
少
数
株
主
と
の
間
」
に
利

益
相
反
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の
問
題
は
「
構
造
的
な
利
益
相
反
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る（

（
（

。

　

日
本
に
お
い
て
、
支
配
株
主
問
題
は
新
し
い
問
題
で
は
な
い
。
会
社
法
に
お
い
て
伝
統
的
な
問
題
と
し
て
古
く
か
ら
検
討
さ
れ
て

い
る（

（
（

。
し
か
し
、
現
在
ま
で
の
日
本
法
の
状
況
を
見
れ
ば
、
会
社
の
経
営
者
に
対
す
る
規
制
、
い
わ
ゆ
る
支
配
株
主
の
間
接
規
制
が

詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
支
配
株
主
に
対
し
て
の
直
接
な
規
制
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
支
配
株
主
の
規
制
に
関
す
る

充
分
な
立
法
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
学
者
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
東
京
証

券
取
引
所
に
よ
る
「
研
究
会
」
の
設
置
を
き
っ
か
け
に
日
本
に
お
い
て
支
配
株
主
規
制
の
検
討
が
再
燃
し
て
い
る
。

　
「
研
究
会
」
は
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
に
「
支
配
株
主
及
び
実
質
的
な
支
配
力
を
持
つ
株
主
を
有
す
る
上
場
会
社
に
お
け
る
少
数

株
主
保
護
の
在
り
方
等
に
関
す
る
中
間
整
理
」（
以
下
で
は
「
中
間
整
理
」
と
略
す
）
を
公
表
し
た
。
そ
の
「
中
間
整
理
」
及
び
「
研

究
会
」
の
議
事
録
等
の
資
料
に
お
い
て
、
支
配
株
主
問
題
に
関
連
す
る
事
例
が
多
数
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
事
例
に
よ
り
、
支
配

株
主
問
題
に
お
い
て
、
権
利
（
議
決
権
）
行
使
の
濫
用（

（
（

と
支
配
力
の
濫
用（

（
（

と
い
っ
た
二
つ
の
類
型
の
こ
と
が
日
本
の
法
律
実
務
に

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、「
研
究
会
」
の
資
料
に
示
さ
れ
た
事
例
に
基
づ
き
、
支
配
株
主
問
題
に
関
し
て
以
下
の

二
つ
の
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
①
支
配
株
主
の
範
囲
で
あ
る
。
上
記
の
事
例
に
お
い
て
、
過
半
数
の
議
決
権
を
有

す
る
支
配
株
主
以
外
に
、
議
決
権
の
過
半
数
を
有
し
て
い
な
い
株
主
で
も
、
実
質
的
な
支
配
力
を
有
し
う
る
の
で
、
そ
の
支
配
力
を

不
当
に
行
使
す
る
こ
と
が
あ
っ
た（

（
（

。
②
支
配
株
主
の
規
制
に
関
係
す
る
分
野
で
あ
る
。
支
配
株
主
の
規
制
に
つ
い
て
、
会
社
又
は
少

数
株
主
の
利
益
を
侵
害
す
る
と
い
う
会
社
法
上
の
問
題
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
支
配
株
主
の
情
報
を
公
開
し
な
い
と
い
う
金
融
商

品
取
引
法
上
の
情
報
開
示
の
問
題
も
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た（

（
（

。



435

支配株主の範囲とそれに応じる規制の構築
　

上
記
の
事
例
に
反
映
さ
れ
た
問
題
を
踏
ま
え
て
、「
中
間
整
理
」
に
お
い
て
、「
支
配
株
主
」
以
外
に
「
支
配
的
な
株
主
」
と
い
う

概
念
を
使
用
し
て
規
制
の
対
象
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
も
注
意
に
値
す
る
と
考
え
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
所
有
権
が
基
礎
と
な
る

会
社
法
制
度
に
お
い
て
、「
出
資
関
係
」
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
支
配
株
主
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
会
社
に
対
す
る
支
配
力
の
源
と
し
て
は
、「
出
資
関
係
」
以
外
に
「
契
約
」
等
も
存
在
し
う
る
。
こ
れ
の
よ
う
に
、
支
配
力

が
形
成
さ
れ
る
源
に
よ
り
支
配
株
主
の
範
囲
を
判
断
す
る
基
準
は
異
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
支
配
株
主
問
題
を
検
討
す
る
際
に
、

支
配
株
主
の
範
囲
を
ど
こ
で
線
引
く
か
は
支
配
株
主
規
制
の
射
程
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

上
記
に
よ
り
、
本
稿
は
、
ま
ず
、
支
配
株
主
の
範
囲
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
支
配
株
主
の
範
囲
に
関
連
し
て
、
支

配
株
主
規
制
の
理
論
及
び
会
社
法
に
お
け
る
支
配
株
主
規
制
と
金
融
商
品
取
引
法
に
お
け
る
支
配
株
主
規
制
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
か
に
つ
い
て
の
問
題
も
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

支
配
株
主
に
よ
る
権
利
濫
用
と
支
配
力
濫
用
の
具
体
的
な
内
容
及
び
具
体
的
な
対
応
手
段
は
本
稿
の
内
容
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

が
、
分
量
の
関
係
で
本
稿
で
は
検
討
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
特
段
の
説
明
が
な
け
れ
ば
上
場
会
社
を
検
討
の

対
象
と
す
る
。

二　

支
配
株
主
規
制
の
立
法
と
企
業
の
あ
る
べ
き
姿

（
一
）
支
配
株
主
規
制
の
立
法
現
状

1
　
支
配
株
主
の
規
制

　

日
本
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
親
会
社
に
よ
る
子
会
社
支
配
、
創
業
家
一
族
に
よ
る
会
社
の
私
物
化
等
の
支
配
株
主
問
題
の
存
在

が
指
摘
さ
れ
、
支
配
株
主
の
横
暴
に
対
処
す
る
た
め
の
解
釈
論
・
立
法
論
が
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
立
法
上
の
手
当
て
は
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な
さ
れ
て
い
な
い
。
親
子
会
社
に
関
し
、
一
九
六
三
年
の
計
算
書
類
規
則
で
、
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
子
会
社
に
対
す
る
金
銭
債
権

を
他
と
区
別
し
て
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
一
九
七
四
年
商
法
改
正
で
親
子
会
社
の
定
義
、
監
査
役
の
子
会
社
調
査
権
が
設
け
ら

れ
、
一
九
八
一
年
商
法
改
正
で
子
会
社
に
よ
る
親
会
社
株
式
取
得
の
禁
止
等
が
設
け
ら
れ
た
に
止
ま
り
、
親
会
社
（
支
配
株
主
）
の

株
主
権
濫
用
、
支
配
力
の
不
正
行
使
を
抑
制
す
る
直
接
な
規
制
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
最
近
の
立
法
状
況
か
ら
す
れ
ば
、

平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
に
お
い
て
、
親
子
会
社
に
関
す
る
規
律
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
結
局
、

非
常
に
限
定
的
な
形
で
多
重
代
表
訴
訟
が
導
入
さ
れ
た
が
、
親
会
社
の
子
会
社
に
対
す
る
責
任
に
関
し
て
一
切
手
当
て
は
な
さ
れ
な

か
っ
た（

（
（

。

　

学
説
で
は
、
立
法
上
の
欠
落
を
補
う
べ
く
、
子
会
社
（
従
属
会
社
）
の
取
締
役
の
責
任
を
通
じ
た
親
子
会
社
間
の
取
引
の
公
正
の

確
保
、
支
配
株
主
の
誠
実
義
務
、
信
認
義
務
、
権
利
濫
用
の
禁
止
、
非
通
例
的
取
引
を
行
っ
た
支
配
株
主
の
損
害
賠
償
責
任
等
の
理

論
に
よ
り
、
支
配
株
主
に
よ
る
株
主
権
・
支
配
力
の
不
当
行
使
に
対
す
る
抑
制
の
理
論
的
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
実
務
上
、
こ

れ
ら
の
理
論
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、
制
定
法
主
義
の
日
本
に
お
い
て
、
支
配
株

主
の
行
為
規
制
に
関
す
る
実
体
法
上
の
規
定
が
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

2
　
取
締
役
等
の
規
制

　

現
行
の
日
本
会
社
法
は
、
取
締
役
の
行
為
規
制
に
関
し
て
は
、
権
限
行
使
に
関
す
る
法
令
・
定
款
遵
守
義
務
、
忠
実
義
務
、
善
管

注
意
義
務
が
定
め
ら
れ
、
会
社
に
対
す
る
支
配
力
の
不
正
利
用
に
つ
い
て
も
、
支
配
力
の
不
正
利
用
は
忠
実
義
務
、
善
管
注
意
義
務

の
違
反
を
構
成
す
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
義
務
に
よ
る
規
律
が
可
能
で
あ
る（

（1
（

。
そ
し
て
、
取
締
役
が
任
務
懈
怠
し
た
場
合

の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
と
、
当
該
責
任
追
及
の
訴
え
（
代
表
訴
訟
）
に
つ
い
て
は
詳
細
な
規
定
が
置
か
れ
、
豊
富
な
解
釈

論
が
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
支
配
株
主
の
議
決
権
濫
用
に
よ
り
成
立
し
た
株
主
総
会
決
議
の
瑕
疵
を
争
う
訴
訟
に
つ
い
て
も
、
同
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様
に
、
詳
細
な
規
定
が
置
か
れ
、
豊
富
な
解
釈
論
が
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。

（
二
）
企
業
の
あ
る
べ
き
姿

　

日
本
に
お
い
て
、
支
配
株
主
規
制
が
古
く
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
、
立
法
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、

経
済
界
の
反
対
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

経
済
界
と
学
者
の
意
見
が
大
き
く
異
な
る
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
企
業
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
企
業
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
経
営
に
お
い
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
（
支
配
株
主
）

と
子
会
社
（
被
支
配
会
社
）
の
間
に
、
子
会
社
の
経
営
者
は
企
業
グ
ル
ー
ブ
の
利
益
「
全
体
の
最
適
」
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
そ
れ
と
も
子
会
社
の
利
益
「
部
分
最
適
」
を
考
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
を
い
う（

（1
（

。

　

そ
の
理
念
の
違
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
規
制
の
方
法
は
異
な
る
。
そ
の
規
制
の
方
法
に
つ
い
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
個
々
の

メ
ン
バ
ー
企
業
の
法
人
格
に
着
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
を
ひ
と
つ
の
企
業
と
し
て
捉
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
に
分

け
ら
れ
る（

（1
（

。
現
在
ま
で
の
日
本
会
社
法
の
立
法
は
、
支
配
株
主
に
対
し
て
正
面
か
ら
規
制
す
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

「
全
体
の
最
適
」
と
の
主
張
が
立
法
を
主
導
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
よ
う
。

　
「
企
業
グ
ル
ー
プ
の
全
体
最
適
」
の
理
念
に
つ
い
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
効
率
的
な
経
営
が
可
能
と
な
り
、
企
業
グ
ル
ー
プ

の
利
益
の
成
長
は
子
会
社
の
利
益
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
中
に
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
利
益
の
た
め
に
個
々
の

子
会
社
が
受
け
た
犠
牲
を
数
量
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
個
々
の
子
会
社
の
少
数
株
主
の
保
護
も
問
題
と
な
る
。

　

会
社
法
の
規
定
は
原
則
と
し
て
一
つ
の
会
社
と
い
う
単
純
な
場
面
を
想
定
し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
に
お

い
て
企
業
グ
ル
ー
プ
の
権
利
義
務
な
い
し
利
害
調
整
に
関
し
て
な
に
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
前
提
の
も
と
で
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
属

す
る
子
会
社
で
あ
っ
て
も
、
独
立
の
経
済
主
体
と
し
て
法
人
格
を
有
す
る
会
社
で
あ
る
と
い
う
点
を
最
大
限
で
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い（

（1
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
グ
ル
ー
プ
内
の
全
て
の
会
社
が
自
ら
の
利
益
を
最
大
化
す
る
よ
う
各
々
独
立
し
て
行
動
す
べ
き
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

上
記
に
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
、
支
配
株
主
問
題
を
正
面
か
ら
規
制
す
る
な
ら
ば
、
企
業
の
あ
る
べ
き
姿
は
「
部
分
的
利
益
」

を
会
社
及
び
経
営
者
が
行
動
す
る
基
準
と
し
て
明
確
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

三　

支
配
株
主
の
範
囲
と
実
質
的
支
配
者
の
位
置
づ
け

（
一
）
理
論
上
の
支
配
株
主
の
範
囲
と
実
質
的
支
配
者
の
位
置
づ
け

1
　
理
論
上
の
支
配
株
主
の
範
囲

　

支
配
株
主
の
範
囲
に
つ
い
て
、
理
論
上
は
、
①
五
〇
％
以
上
の
株
式
を
有
す
る
者
、
②
五
〇
％
以
上
の
株
式
を
有
し
な
い
が
、
そ

の
支
配
し
て
い
る
株
主
の
所
有
す
る
株
式
（
間
接
保
有
）
を
合
わ
せ
て
五
〇
％
以
上
を
有
す
る
者
、
③
五
〇
％
以
下
の
株
式
を
有
し
、

契
約
等
に
よ
り
会
社
に
対
す
る
支
配
力
を
有
す
る
者
、
④
直
接
に
株
式
を
有
し
な
い
が
、
間
接
的
に
五
〇
％
以
上
の
株
式
を
有
す
る

者
、
⑤
株
式
を
有
し
な
い
が
、
契
約
等
に
よ
り
会
社
に
対
す
る
支
配
力
を
有
す
る
者
、
と
の
五
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
異
な
る

状
況
に
応
じ
て
、
支
配
株
主
の
概
念
に
お
い
て
、
①
は
「
当
然
の
支
配
株
主
」、
②
③
は
「
支
配
的
な
株
主
」、
④
⑤
は
「
実
質
的
支

配
者
」、
と
細
分
し
て
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

上
記
の
「
理
論
上
の
支
配
株
主
の
範
囲
」
に
つ
い
て
、
二
つ
の
基
準
か
ら
再
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、「
出
資
関
係

の
基
準
」。
こ
の
基
準
に
つ
い
て
、
会
社
に
対
す
る
支
配
力
は
会
社
に
対
し
て
直
接
・
間
接
的
に
出
資
し
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
に
よ
り
支
配
株
主
を
判
断
す
る
。
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
①
～
④
は
支
配
株
主
に
該
当
す
る
。
④
に
つ
い
て
、
直
接

な
出
資
関
係
が
な
い
も
の
の
、
間
接
的
に
支
配
の
対
象
の
株
式
を
保
有
す
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
、
会
社
に
対
す
る
支
配
力
は
出
資
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に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
支
配
株
主
に
該
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
⑤
は
支
配
株
主
に
該

当
し
な
い
。
第
二
に
、「
支
配
力
の
基
準
」。
こ
の
基
準
は
、
支
配
者
の
会
社
に
対
す
る
支
配
力
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
を
問
わ
ず
、
支

配
力
を
有
す
る
か
は
判
断
の
基
準
と
な
る（

（1
（

。
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
①
～
⑤
は
全
て
支
配
株
主
に
該
当
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
律

上
の
支
配
株
主
の
定
義
は
ど
の
よ
う
な
判
断
の
基
準
を
採
る
か
に
よ
り
そ
の
範
囲
は
変
わ
る
。

2
　
実
質
的
支
配
者
の
位
置
づ
け

　

上
記
し
た
理
論
上
の
支
配
株
主
の
範
囲
に
お
い
て
、
④
⑤
、
特
に
⑤
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
⑤
は
会
社
の
株
主
で
は

な
い
、
会
社
と
の
出
資
関
係
が
全
く
な
い
実
質
的
支
配
者
で
あ
る
。

　

実
質
的
支
配
者
を
規
制
す
る
か
は
法
律
上
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
法
政
策
上
の
問
題
で
も
あ
る
。
ま
た
、
実
質
的
支
配
者
を
規

制
す
る
場
合
、
会
社
と
の
出
資
関
係
が
な
い
た
め
、
そ
の
規
制
の
基
礎
理
論
は
①
～
③
の
よ
う
な
出
資
関
係
（
直
接
な
出
資
関
係
）

が
あ
る
者
の
規
制
理
論
と
異
な
っ
て
く
る
。
実
質
的
支
配
者
を
規
制
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
二
つ
あ
り
う
る
。
一
つ
は
支
配
株
主
の
範

囲
に
含
め
て
支
配
株
主
の
規
制
を
適
用
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
支
配
株
主
の
規
制
を
適
用
せ
ず
、
支
配
株
主
の
規
制
と
別
に
実
質
的

支
配
者
の
規
制
を
制
定
す
る
。
規
制
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
実
質
的
支
配
者
の
位
置
づ
け
は
異
な
る
。
本
稿
で
は
、
実
質
的
支
配
者

を
支
配
株
主
の
一
つ
の
類
型
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
立
場
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
の
で
、
こ

こ
で
は
省
略
す
る
。

（
二
）
日
本
法
に
お
け
る
支
配
株
主
の
定
義

1
　
会
社
法
の
規
定

　

い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
支
配
株
主
を
定
義
づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、「
出
資
・
形
式
基
準
」
と
「
支
配
力
・
実
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質
基
準
」
と
が
あ
り
う
る
。
歴
史
的
に
は
初
期
の
会
社
法
理
論
に
お
い
て
は
、
会
社
の
支
配
力
の
淵
源
と
し
て
資
本
多
数
決
の
原
則

が
着
目
さ
れ
、
出
資
過
半
数
の
有
無
に
よ
り
支
配
株
主
の
該
当
性
を
決
定
し
て
い
た
が
、
出
資
比
率
の
分
散
化
の
進
展
を
受
け
、
議

決
権
以
外
の
役
員
の
派
遣
・
契
約
・
融
資
等
に
よ
っ
て
も
会
社
を
支
配
し
う
る
こ
と
が
着
目
さ
れ
、「
支
配
力
・
実
質
基
準
」
が
主

流
と
な
っ
た（

（2
（

。

　

日
本
の
商
法
時
代
は
か
つ
て
親
子
会
社
の
定
義
に
つ
き
出
資
過
半
数
に
よ
る
形
式
基
準
を
採
用
し
て
い
た
。
二
〇
〇
五
年
に
成
立

し
た
会
社
法
は
「
支
配
力
・
実
質
基
準
」
も
加
味
し
て
親
子
会
社
を
定
義
し
て
い
る
（
日
本
会
社
法
二
条
三
号
・
四
号
）。
そ
の
親
会

社
の
定
義
に
つ
い
て
、「
親
会
社
は
株
式
会
社
の
経
営
を
支
配
し
て
い
る
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
定
義
を
現
行
会
社
法
は
維
持

し
て
い
る
。

　

上
記
し
た
会
社
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
定
義
に
つ
い
て
、
二
つ
の
問
題
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。（
1
）
親
会
社
（
支
配
株

主
）
に
支
配
さ
れ
る
「
会
社
の
経
営
」
は
何
か
、（
2
）「
支
配
す
る
」
の
意
味
は
何
か
。（
1
）
に
関
し
て
、
会
社
法
施
行
規
則
に

お
い
て
「
経
営
を
支
配
す
る
」
が
「
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
」
と
具
体
化
さ
れ
た
（
三
条
一
項
・
二
項
）。

こ
の
規
定
に
よ
り
、「
会
社
の
経
営
」
は
「
経
営
に
対
す
る
影
響
力
」
で
は
な
く
、「
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
権
」
と
な
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
会
社
に
対
す
る
支
配
の
程
度
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。（
2
）
に
つ
い
て
、
会
社
法
に
規
定
が
存
在
し
な

い
が
、
学
説
に
お
い
て
株
式
会
社
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
株
主
総
会
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
べ
き
と
解
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

ま
た
、（
2
）
に
関
し
て
、「
支
配
の
手
段
」
に
よ
っ
て
支
配
株
主
の
範
囲
に
大
き
く
影
響
を
与
え
う
る
た
め
、
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。「
支
配
の
手
段
」
に
つ
い
て
、
議
決
権
を
通
し
て
会
社
を
支
配
す
る
等
の
よ
う
な
「
出
資
に
基
づ
く
支
配
」
と
支

配
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
等
の
よ
う
な
「
出
資
と
関
係
し
な
い
方
法
に
基
づ
く
支
配
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
違
い
は
「
出

資
関
係
が
あ
る
か
」
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
会
社
法
の
条
文
の
文
言
を
見
れ
ば
、
上
記
の
両
者
と
も
に
含
ま
れ
る
と
見
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
株
主
で
は
な
い
実
質
的
支
配
者
も
支
配
株
主
の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
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か
も
し
れ
な
い
。

2
　
金
融
商
品
取
引
法
の
規
定

　

金
融
商
品
取
引
法
に
お
い
て
、
支
配
株
主
の
定
義
が
存
在
し
な
い
が
、
関
連
す
る
概
念
と
し
て
「
親
銀
行
」
と
い
う
概
念
が
あ
る（

（2
（

。

金
融
商
品
取
引
法
三
一
条
の
四
第
三
項
に
よ
れ
ば
、「
親
銀
行
」
と
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
過
半
数
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要

件
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
、
銀
行
、
協
同
組
織
金
融
機
関
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
金
融
機
関
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。
こ
の
定
義

は
、
会
社
法
と
同
様
に
「
支
配
力
・
実
質
基
準
」
を
採
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
東
京
証
券
取
引
所
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
有
価
証
券
上
場
規
程
」
に
お
い
て
支
配
株
主
の
定
義
が
存
在
す
る（

（2
（

。
当
該
有
価

証
券
上
場
規
程
二
条
四
二
号
の
二
に
よ
れ
ば
、「
支
配
株
主
」
と
は
、
親
会
社
又
は
議
決
権
の
過
半
数
を
直
接
若
し
く
は
間
接
に
保

有
す
る
者
を
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
間
接
的
に
保
有
す
る
」
に
つ
い
て
、
当
該
主
要
株
主
が
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る

議
決
権
と
当
該
主
要
株
主
の
近
親
者
（
二
親
等
内
の
親
族
を
い
う
）
が
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と
を
合
わ
せ
て
、
上
場
会
社
の
議
決

権
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
も
の
、
又
は
当
該
主
要
株
主
が
当
該
主
要
株
主
及
び
当
該
主
要
株
主
の
近
親
者
（
二
親
等
内
の
親
族
を

い
う
）
が
、
議
決
権
の
過
半
数
を
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
会
社
等
及
び
当
該
会
社
等
の
子
会
社
が
所
有
し
て
い
る
議

決
権
と
を
合
わ
せ
て
、
上
場
会
社
の
議
決
権
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
（「
有
価
証
券
上
場
規
程
施
行
規
則
」

三
条
の
二
）。

　

上
記
に
よ
り
、
有
価
証
券
上
場
規
程
の
定
義
に
は
「
株
式
の
間
接
保
有
」
が
判
断
の
要
素
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
全
体
か

ら
す
れ
ば
、「
株
式
に
基
づ
く
支
配
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。「
株
式
と
関
係
し
な
い
方
法
に
基
づ
く
支
配
」
が
認
め
ら
れ
な
い
た

め
、
そ
の
定
義
に
は
実
質
的
支
配
者
が
含
ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。



442

法学研究 96 巻 1 号（2023：1）

3
　
中
間
整
理

　
「
中
間
整
理
」
に
お
い
て
、「
支
配
的
な
株
主
」
と
い
う
概
念
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
中
間
整
理
」
に
お
け
る
支
配
的
な
株
主
と

は
、
議
決
権
の
過
半
数
を
有
し
て
い
な
い
も
の
の
、
実
質
的
な
支
配
力
を
持
つ
株
主
と
い
う（

（2
（

。
こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
中
間
整
理
」

に
お
け
る
「
支
配
的
な
株
主
」
は
株
主
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、「
出
資
関
係
」
が
強
調
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
株
主
の
身
分
が
な
い
実
質
的
支
配
者
は
支
配
的
な
株
主
に
含
ま
れ
な
い
。

4
　
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

　

令
和
四
年
一
月
三
一
日
に
法
務
省
が
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を
改
正
す
る
に
際
し
「
実
質

的
支
配
者
リ
ス
ト
制
度
」
を
創
設
し
た
。
そ
の
制
度
の
中
に
、「
実
質
的
支
配
者
」
の
定
義
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

「
実
質
的
支
配
者
」
と
は
、
①
会
社
の
議
決
権
の
総
数
の
五
〇
％
を
超
え
る
議
決
権
を
直
接
又
は
間
接
に
有
す
る
自
然
人
、
②
上
記

の
①
に
該
当
す
る
者
が
い
な
い
場
合
は
、
会
社
の
議
決
権
の
総
数
の
二
五
％
を
超
え
る
議
決
権
を
直
接
又
は
間
接
に
有
す
る
自
然
人

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

　

そ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
株
式
の
間
接
保
有
者
」
も
「
実
質
的
支
配
者
」
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
た
た
め
、
支
配
株
主
の
範

囲
を
広
げ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
実
質
的
支
配
者
リ
ス
ト
制
度
」
は
法
人
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
、
資
金
洗
浄
等
の
目
的
に
よ
る
法
人
の
悪
用
を
防
止
す
る
観
点

か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
刑
法
の
分
野
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
「
実
質
的
支
配
者
」
と
い
う
概
念
の

創
設
及
び
「
実
質
的
支
配
者
」
の
範
囲
の
線
引
き
は
会
社
法
及
び
金
融
商
品
取
引
法
の
立
法
に
参
考
に
す
る
価
値
が
あ
る
。
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（
三
）
外
国
法
の
考
察

1
　
ア
メ
リ
カ
法

　

ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
）
が
公
表
し
た
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
理
：
分
析
と
勧
告
」
に
お
い
て
支
配
株
主

の
定
義
が
設
け
ら
れ
た
（
一
．
一
〇
条
）。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
単
独
で
又
は
一
人
若
し
く
は
複
数
の
他
の
者
と
の
合
意
・
了
解
に

従
っ
て
、
以
下
、
①
会
社
の
五
〇
％
超
の
議
決
権
を
保
有
す
る
、
②
そ
の
他
の
方
法
で
、
そ
の
者
の
株
主
と
し
て
の
地
位
に
基
づ
き
、

会
社
の
管
理
・
方
針
又
は
取
引
に
支
配
力
を
有
す
る
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
支
配
株
主
と
さ
れ
る
（
一
．
一
〇
条
一
項
）（

（2
（

。

ま
た
、
単
独
で
又
は
一
人
若
し
く
は
複
数
の
他
の
も
の
と
の
合
意
・
了
解
に
従
っ
て
、
会
社
の
議
決
権
二
五
％
超
を
保
有
す
る
者
は
、

会
社
の
管
理
・
方
針
に
支
配
力
を
有
す
る
と
推
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
理
：
分
析

と
勧
告
」
に
お
い
て
設
け
ら
れ
た
支
配
株
主
の
定
義
は
日
本
の
会
社
法
と
同
様
に
「
支
配
力
・
実
質
基
準
」
を
採
用
し
て
い
る
。

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
理
：
分
析
と
勧
告
」
は
ア
メ
リ
カ
の
州
法
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
デ
ル
会
社
法
に

も
大
き
な
影
響
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

上
場
会
社
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
に
お
い
て
、「
支
配
」
に
関
し
て
定
義
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
定

義
で
は
、
議
決
権
付
き
の
株
式
の
二
〇
％
以
上
を
所
有
す
る
者
は
、
支
配
株
主
に
該
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
二
〇
三

条
（
ｃ
）（
4
））。

　

一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
に
お
い
て
、
支
配
株
主
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、「
出
資
関
係
を
重
要
視
す
る
」
か
ら
「
支
配
力
を

重
要
視
す
る
」
へ
変
わ
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
具
体
的
に
言
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
に
生
じ
た
支
配
株
主
の
判

断
に
関
す
る
有
名
なIn re Cysive, Inc. Shareholders Litigation
の
事
件
に
お
い
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所

（Court of Chancery

）
は
支
配
株
主
を
認
定
す
る
際
に
、「
議
決
権
を
有
す
る
か
及
び
議
決
権
に
基
づ
き
経
営
の
決
定
権
を
有
す
る

か
」
を
強
調
し
て
、
結
局
、「
約
三
六
％
の
株
式
を
有
す
る
者
」
が
支
配
株
主
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
。
当
該
事
件
に
お
い
て
、
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裁
判
官
は
支
配
株
主
を
認
定
す
る
際
に
、
形
式
的
な
株
式
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
的
な
議
決
権
及
び
こ
の
議
決
権
に
よ
る
経
営
の
決

定
権
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
のIn re T

esla M
otors, Inc. Stockholder Litigation

の
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
支
配
株
主
を
認
定
す
る

際
に
、
持
株
比
率
は
最
も
重
要
な
判
断
要
素
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
本
事
件
に
お
い
て
会
社
に
対
す
る
支
配
力
は

必
ず
し
も
出
資
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、「
株
主
の
身
分
と
関
係
な
い
要
素
に
基
づ
く
支
配
力
も
あ
る
」
と
示
さ

れ
た（

（2
（

。
本
事
件
に
お
い
て
、「
株
主
の
身
分
と
関
係
な
い
要
素
」
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
州
に
お
い
て
、
五
〇
％
超
の
株
式
を
所
有
す
る
株
主
は
「
当
然
の
支
配
株
主
」
に
該
当
し
、
五
〇
％
の
株
式
を
有
し
な
く
て

も
、
僅
か
の
株
式
を
有
す
る
者
、
さ
ら
に
株
主
の
身
分
が
な
い
者
で
も
、
会
社
に
対
す
る
支
配
力
さ
え
あ
れ
ば
、
支
配
株
主
と
し
て

認
定
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
支
配
株
主
を
判
断
す
る
際
に
、
持
株
比
率
が
要
素
と
な
る
が
、「
支
配
力
が
あ
る

か
」
が
決
定
的
な
要
素
と
な
る
た
め
、
例
え
株
主
の
身
分
が
な
い
と
し
て
も
、
支
配
株
主
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

こ
れ
に
よ
り
、「
支
配
力
を
重
要
視
す
る
」
と
い
う
基
準
に
お
い
て
「
出
資
関
係
」
が
あ
る
か
ど
う
か
は
裁
判
官
は
あ
ま
り
重
要
視

し
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
中
国
法

　

中
国
会
社
法
に
お
い
て
、
支
配
株
主
の
定
義
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
中
国
会
社
法
二
一
六
条
二
号（

（2
（

）。
こ
の
規
定
は
二
〇
〇

五
年
の
改
正
中
国
会
社
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
会
社
法
二
一
六
条
二
号
に
よ
れ
ば
、
以
下
、（
1
）
そ
の
出
資
額
が
有
限
責
任
会
社
の
資
本
総
額
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
、

（
2
）
そ
の
保
有
す
る
株
式
が
株
式
会
社
の
株
式
資
本
総
額
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
、（
3
）
出
資
額
又
は
保
有
株
式
の
比
率
が
五

〇
％
未
満
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
出
資
額
又
は
保
有
株
式
に
よ
り
有
す
る
議
決
権
が
株
主
総
会
の
決
議
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
、
と
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い
う
こ
と
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
支
配
株
主
に
該
当
す
る
と
規
定
さ
れ
た
。（
3
）
に
つ
い
て
、
二
〇
二
〇
年
に
改
正

さ
れ
た
「
上
場
会
社
買
収
管
理
方
法
」
八
四
条（

（2
（

に
お
い
て
支
配
株
主
の
定
義
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
条
文
に
よ
れ
ば
、
投
資
者
が
下

記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
支
配
株
主
に
該
当
す
る
。
①
投
資
者
が
上
場
会
社
の
五
〇
％
以
上
の
株
式
を
有
す
る
支
配
株
主

で
あ
る
と
き
、
②
投
資
者
が
実
質
的
に
支
配
で
き
る
上
場
会
社
の
議
決
権
が
三
〇
％
を
超
え
る
と
き
、
③
投
資
者
が
上
場
会
社
の
議

決
権
を
実
質
的
に
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
董
事
会
の
過
半
数
の
メ
ン
バ
ー
の
選
任
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
④
投

資
者
が
上
場
会
社
の
議
決
権
を
実
質
的
に
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
株
主
総
会
の
決
議
に
対
し
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
き
、

⑤
中
国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
が
認
め
る
そ
の
他
の
状
況
が
あ
る
と
き
。

　
「
上
場
会
社
買
収
管
理
方
法
」
の
支
配
株
主
の
定
義
（
八
四
条
）
は
、
中
国
会
社
法
の
規
定
（
二
一
六
条
二
号
）
と
比
べ
れ
ば
、「
支

配
力
・
実
質
基
準
」
を
よ
り
詳
細
に
規
定
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
、
②
「
三
〇
％
を
超
え
る
議
決
権
の
実
質
的
支

配
」、
③
「
過
半
数
の
董
事
の
人
事
決
定
権
」、
④
「
総
会
決
議
に
対
す
る
重
大
な
影
響
力
」
と
い
う
三
つ
の
場
面
に
細
分
化
し
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

ま
た
、
中
国
会
社
法
に
お
い
て
、
支
配
株
主
の
概
念
と
関
連
し
て
、
実
質
的
支
配
者
と
い
う
重
要
な
概
念
が
あ
る
（
中
国
会
社
法

二
一
六
条
三
号
）。
実
質
的
支
配
者
と
は
、
会
社
の
株
主
で
は
な
い
が
、
投
資
関
係
、
合
意
又
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
会
社
の
行

為
を
実
質
的
に
支
配
で
き
る
者
を
い
う
。
実
質
的
支
配
者
も
、
支
配
株
主
に
準
じ
、「
関
連
関
係
」（

（3
（

の
地
位
を
利
用
し
て
、
会
社
の

利
益
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
中
国
会
社
法
二
一
条
）。

　

な
お
、
中
国
証
券
法
に
お
い
て
情
報
開
示
、
虚
偽
記
載
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
等
の
制
度
に
お
い
て
支
配
株
主
が
規
制
の
対
象
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、
実
質
的
支
配
者
は
支
配
株
主
と
殆
ど
同
様
な
責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
虚
偽
記
載
等
の
制
度

に
支
配
株
主
と
実
質
的
支
配
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
中
国
証
券
法
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

上
記
の
と
お
り
、
中
国
法
に
お
い
て
支
配
株
主
以
外
に
、
実
質
的
支
配
者
の
概
念
が
設
け
ら
れ
、
会
社
に
対
す
る
支
配
力
を
有
す
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る
者
の
範
囲
は
支
配
株
主
と
実
質
的
支
配
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
は
中
国
法
の
重
要
な
特
徴
と
な
る
。

（
四
）
小
括

　

上
記
の
と
お
り
、
支
配
株
主
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
日
本
法
は
中
国
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
と
同
様
に
「
支
配
力
・
実
質

基
準
」
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
支
配
力
・
実
質
基
準
」
に
関
し
て
中
国
法
と
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
「
支
配
力
」
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
法
に
お
い
て
は
「
出
資
関
係
」
が
強
調
さ
れ
、
実
質
的
支
配
者
が
支
配
株
主
の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い

な
い
た
め
、
実
際
、
日
本
の
支
配
株
主
の
範
囲
は
中
国
法
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
よ
り
狭
い
。

　

一
方
で
、
公
開
さ
れ
て
い
る
「
研
究
会
」
の
資
料（

（3
（

に
お
い
て
、
日
本
証
券
市
場
に
お
け
る
上
場
会
社
の
持
株
割
合
の
状
況
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
八
年
の
時
点
で
日
本
の
上
場
会
社
が
三
六
五
五
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
六
二
八
社
に

支
配
株
主
が
存
在
す
る
。
そ
の
資
料
に
お
け
る
支
配
株
主
の
定
義
は
親
会
社
又
は
議
決
権
の
過
半
数
を
直
接
若
し
く
は
間
接
に
有
す

る
者
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
定
義
に
は
「
間
接
に
有
す
る
者
」
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
間
接
に
有
す
る
者
」
の
定
義
は
不
明

確
で
あ
る
た
め
、
支
配
株
主
と
統
計
さ
れ
た
六
二
八
社
の
具
体
的
な
状
況
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
の
上
場
会
社
に
お
け
る
支
配
株
主
（
支
配
者
と
い
う
の
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
）
の
数
が
少
な
く
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
に
お
い
て
支
配
株
主
規
制
を
構
築
す
る
際
に
、
前
提
の
問
題
と
し
て
支
配
株
主
の
定
義
を
明
確
に

し
て
、
規
制
の
範
囲
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

四　

支
配
株
主
と
実
質
的
支
配
者
を
規
制
す
る
法
理
論

　

上
記
に
述
べ
た
が
、
日
本
の
会
社
法
に
は
、
支
配
株
主
の
義
務
や
責
任
を
定
め
る
明
文
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。
学
説
で
は
、
現
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行
法
の
解
釈
論
と
し
て
、
様
々
な
法
理
論
が
提
唱
さ
れ
て
き
た（

（3
（

。
そ
の
中
に
、
信
認
義
務
と
い
う
法
理
論
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
さ
れ
て
い
る
学
者
が
多
い（

（3
（

。
ま
た
、
民
法
の
不
法
行
為
の
法
理
か
ら
し
て
、
支
配
株
主
の
権
利
行
使
及
び
影
響
力
の
行
使
が
不

法
行
為
に
該
当
す
る
と
し
て
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
（
日
本
民
法
七
〇
九
条
）
を
肯
定
す
る
と
い
う
主
張
も
あ
る（

（3
（

。
こ
の
二

つ
の
学
説
に
応
じ
て
、
以
下
で
は
、
信
認
義
務
理
論
が
採
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
法
、
権
利
濫
用
理
論
が
明
文
化
さ
れ
た
中
国
法
を

考
察
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
支
配
株
主
規
制
の
理
論
を
検
討
し
た
い
。

（
一
）
外
国
法
の
考
察

1
　
信
認
義
務
の
理
論

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
会
社
制
度
は
州
法
に
よ
り
管
轄
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
ア
メ
リ
カ
の
各
州
の
会
社
法
に
お
い
て
は
支
配
株
主
の
信

認
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
支
配
株
主
の
信
認
義
務
は
判
例
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
で
も
判
例
に
は

信
認
義
務
の
認
定
に
つ
き
裁
判
官
は
非
常
に
慎
重
に
行
う
立
場
を
採
っ
て
い
る（

（3
（

。

　

ア
メ
リ
カ
各
州
の
会
社
法
に
お
い
て
上
場
会
社
と
閉
鎖
会
社
の
制
度
が
区
別
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
上
場
会
社
の
制
度
に
お
い
て
は
、
少

数
株
主
が
便
利
に
株
式
の
譲
渡
に
よ
り
投
下
資
本
を
回
収
で
き
る
た
め
、
特
別
の
状
況
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
上
場
会
社
の
株
主

は
他
の
株
主
に
対
し
て
何
も
義
務
を
負
わ
な
い
。
そ
こ
で
、
上
場
会
社
に
お
い
て
支
配
株
主
に
よ
り
権
利
濫
用
の
問
題
が
あ
る
場
合

で
も
、
少
数
株
主
に
対
す
る
特
別
の
保
護
措
置
が
採
ら
れ
て
い
な
い
。
閉
鎖
会
社
に
お
い
て
株
主
は
上
場
会
社
の
株
主
と
同
じ
よ
う

に
株
式
の
譲
渡
に
よ
り
会
社
を
退
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
支
配
株
主
を
規
制
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
閉
鎖
会
社
に
お
け
る

支
配
株
主
を
規
制
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
支
配
株
主
に
信
認
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
そ
の
重
要
な
一
つ
と
な
る
。（

（4
（

こ
れ
に
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
支
配
株
主
の
信
認
義
務
は
、
そ
の
最
初
は
閉
鎖
会
社
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
判
例
か
ら
形
成
さ
れ
た

法
理
で
あ
る
。
最
初
の
判
例
は
一
九
一
九
年Southern Pac. Co. v. Bogert

事
件
の
最
高
裁
判
決
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
支
配
株
主
の
信
認
義
務
に
つ
い
て
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
（M

assachusetts

）
と
デ
ラ
ウ
ェ
ア

州
の
モ
デ
ル
（D

elaw
are

）
と
の
二
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
は
ア
メ
リ
カ
に
三
三
州
法
に
採
ら
れ

て
い
る
た
め
、
多
数
派
規
則
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
モ
デ
ル
は
五
州
に
採
用
さ
れ
、
少
数
派
規
則

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
但
し
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
又
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
モ
デ
ル
を
そ
の
ま
ま
採
っ
て
い
る
州
は
少
な

く
、
そ
の
一
部
の
内
容
だ
け
を
採
っ
て
い
る
州
が
多
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
ち
ら
の
モ
デ
ル
が
多
数
派
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
支
配
株

主
信
認
義
務
を
代
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
多
数
派
と
少
数
派
の
区
別
方
法
は
意
義
が
な

い
と
批
判
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
と
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
モ
デ
ル
は
両
方
と
も
信
託
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
出
発
点
と
形

成
過
程
は
違
う
た
め
、
そ
の
内
容
と
理
論
基
礎
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
閉
鎖
会
社
に
お
け
る
支
配
株
主
は
少
数
株
主
を
圧
迫
す
る
と
い
う
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
閉
鎖
会
社
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
類
似
す
る
組
織
で
あ
る
た
め
、
そ

の
株
主
の
間
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
同
じ
よ
う
に
（partnership-like fiduciary duty

）
相
互
に
高
度
の

信
認
義
務
（enhanced fiduciary duties

）
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
唱
え
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
に
お
い

て
、
支
配
株
主
が
信
認
義
務
に
違
反
す
る
か
を
判
断
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
①
平
等
機
会
規
則
（equal opportunity

）（
（4
（

、
②
合
法
的

商
業
目
的
規
則
（rebuttable legitim

ate business purpose test

）（
（4
（4
（4
（

、
③
合
理
的
な
期
待
原
則
（reasonable expectation

）（
（4
（4
（4
（

、
が
あ

る
。

　

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
モ
デ
ル
は
閉
鎖
会
社
に
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
信
認
義
務
を
適
用
す
る
と
い
う
理
論
を
否
定
し
て
い
る
。
デ
ラ
ウ
ェ

ア
州
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
閉
鎖
会
社
だ
け
で
は
な
く
、
上
場
会
社
も
会
社
モ
ニ
タ
ー
規
則
（corporate m

onitor

）
を
適
用
す

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
支
配
株
主
は
そ
の
他
の
株
主
と
同
じ
よ
う
に
会
社
モ
ニ
タ
ー
規
則
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ（

（4
（

、
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支
配
株
主
は
会
社
の
支
配
権
を
有
し
会
社
の
経
営
に
干
渉
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
支
配
株
主
だ
け
に
会
社
に
対
す
る
信
認
義
務

を
負
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
唱
え
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
信
認
義
務
に
よ
り
支
配
株
主
は
少
数
株

主
の
利
益
を
守
る
べ
き
で
は
な
く
、
会
社
の
利
益
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
配
株
主
が
信
認
義
務
に
違
反
す
る
か
を
判
断
す

る
基
準
に
つ
い
て
経
営
判
断
原
則
（business judgm

ent rule

）
と
実
質
公
平
原
則
（inherent fairness test

）
と
の
二
つ
が
あ
る（

（5
（

。

経
営
判
断
原
則
は
経
営
者
の
責
任
免
除
に
関
す
る
規
則
で
あ
る
。
実
質
公
平
原
則
と
は
支
配
株
主
と
会
社
の
取
引
が
行
わ
れ
る
際
に
、

支
配
株
主
は
こ
の
取
引
の
価
格
と
取
引
の
手
続
き
が
公
平
（Fair Price and Fair D

ealing

）
で
あ
る
と
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
い
う（

（5
（

。

　

ア
メ
リ
カ
の
証
券
法
の
分
野
に
お
い
て
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
法
一
〇
条
と
証
券
取
引
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
が
授
権
に
よ
り
制
定

し
た
10
ｂ
―
5
規
則
に
よ
り
証
券
取
引
に
お
け
る
買
主
も
売
主
も
規
制
の
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
。「
支
配
株
主
に
よ
る
権
利
濫
用

及
び
支
配
力
濫
用
」
は
新
型
の
「
詐
欺
」
と
し
て
、
10
ｂ
―
5
規
則
に
し
た
が
っ
て
少
数
株
主
に
よ
り
支
配
株
主
の
責
任
を
追
及
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
合
は
、
支
配
株
主
の
責
任
に
つ
い
て
州
法
の
判
例
に
認
め
ら
れ
る
信
認
義
務
が
適

用
さ
れ
う
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
証
券
法
に
お
い
て
、「
支
配
株
主
に
よ
る
権
利
濫
用
及
び
支
配
力
濫
用
」
を
「
詐
欺
」
と
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
州
法
の
判
例
に
認
め
ら
れ
る
信
認
義
務
法
理
を
証
券
法
に
導
入
し
て
、
支
配
株
主
の
行
為
を
規
制
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

2
　
権
利
濫
用
の
理
論

　

現
行
中
国
会
社
法
の
支
配
株
主
規
制
は
二
〇
〇
五
年
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
改
正
中
国
会
社
法

に
お
い
て
は
、
支
配
株
主
問
題
に
対
応
し
、
支
配
株
主
と
そ
の
意
を
受
け
た
会
社
経
営
者
の
横
暴
を
抑
制
す
る
た
め
、
二
〇
条
と
二

一
条
を
中
心
に
相
当
に
完
備
さ
れ
た
制
度
体
系
が
構
築
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
導
入
さ
れ
た
中
国
の
支
配
株
主
規
制
は
現
行
法
に
維
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持
さ
れ
、
そ
の
規
制
は
設
け
ら
れ
た
後
、
支
配
株
主
を
規
制
す
る
意
味
か
ら
し
て
中
国
の
会
社
法
制
及
び
証
券
市
場
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

中
国
の
支
配
株
主
規
制
の
理
論
基
礎
は
権
利
濫
用
の
法
理
と
な
る（

（5
（

。
中
国
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
信
認
義
務
は
よ
く
検
討
さ
れ
、

現
在
で
も
信
認
義
務
を
導
入
す
べ
き
と
い
う
主
張
も
存
在
す
る（

（5
（

。
二
〇
〇
五
年
改
正
中
国
会
社
法
は
信
認
義
務
を
導
入
し
な
い
原
因

に
つ
い
て
、
信
認
義
務
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
点
と
そ
の
義
務
が
重
い
点
が
最
も
重
要
な
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

現
行
中
国
会
社
法
の
支
配
株
主
規
制
の
内
容
に
つ
い
て
、
支
配
株
主
に
対
し
て
は
、
株
主
権
行
使
に
関
す
る
法
令
・
定
款
遵
守
義

務
、
権
利
濫
用
禁
止
義
務
が
定
め
ら
れ
（
二
〇
条
一
項
）、
会
社
・
会
社
経
営
者
に
対
す
る
影
響
力
の
不
正
行
使
禁
止
義
務
が
定
め
ら

れ
た
（
二
一
条
一
項
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
は
、
損
害
賠
償
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
二
〇
条
二

項
、
二
一
条
二
項
）。
支
配
株
主
が
会
社
経
営
者
に
対
す
る
影
響
力
（
関
連
関
係
の
地
位
）
を
不
正
に
行
使
し
、
会
社
に
損
害
を
も
た

ら
し
た
場
合
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
一
条
二
項
）。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
少
数
株
主
は
会
社
を
代
位
し
て
、

当
該
支
配
株
主
に
対
し
損
害
賠
償
請
求
の
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
（
代
表
訴
訟
）、
支
配
株
主
の
横
暴
に
対
す
る
抑
制
手
段

と
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
実
質
的
支
配
者
に
つ
い
て
、
支
配
株
主
と
同
様
に
、
会
社
・
会
社
経
営
者
に
対
す
る
関
連
関
係
の
地
位
（
影
響
力
）
を
利

用
し
て
会
社
の
利
益
を
損
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
規
定
に
違
反
し
、
会
社
に
損
害
を
も
た
ら
し
た
場
合
は
、
賠
償
責
任
を
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
一
条
一
項
）。
こ
こ
で
い
う
関
連
関
係
の
地
位
と
は
、
支
配
株
主
が
そ
の
議
決
権
を
も
と
に
会
社
・
会
社
経
営

者
に
対
し
有
す
る
強
力
な
影
響
力
・
支
配
力
を
い
う
。
支
配
株
主
が
自
ら
派
遣
し
た
者
を
株
主
総
会
で
会
社
経
営
者
と
し
て
選
任
し
、

当
該
会
社
経
営
者
を
意
の
ま
ま
に
指
図
す
る
場
合
の
、
会
社
と
支
配
株
主
の
関
係
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。（

（5
（

こ
れ
に
よ
り
、「
関
連
関

係
の
地
位
を
利
用
す
る
」
は
「
影
響
力
を
利
用
す
る
」
の
最
も
多
い
形
態
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
中
国
会
社
法
に
お
い
て
、
支
配
株
主
の
株
主
権
の
濫
用
禁
止
・
損
害
賠
償
義
務
が
規
定
さ
れ
た
ほ
か
に
、
支
配
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株
主
と
同
様
に
、
実
質
的
支
配
者
の
影
響
力
（
関
連
関
係
の
地
位
）
の
不
正
行
使
禁
止
・
損
害
賠
償
義
務
が
規
定
さ
れ
た
（
二
一
条
一

項
）
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
有
す
る
。
こ
の
規
定
は
中
国
の
法
律
実
務
に
大
き
い
影
響
を
与
え
て
い
る（

（5
（

が
、
実
質
的
支
配
者
を
規
制

す
る
理
論
の
基
礎
は
何
か
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
問
題
と
な
っ
て
い
る（

（5
（

。
二
〇
二
〇
年
開
始
し
た
中
国
会
社
法
の
改
正
作
業
に
お

い
て
一
つ
の
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
中
国
国
内
で
検
討
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

実
質
的
支
配
者
を
規
制
す
る
理
論
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
①
実
質
的
支
配
者
を
支
配
株
主
の
一
類
型

と
し
て
取
り
扱
い
、
実
質
的
支
配
者
に
支
配
株
主
の
規
制
を
適
用
さ
せ
る
。
②
実
質
的
支
配
者
に
対
し
、
会
社
経
営
者
の
延
長
と
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
の
影
の
取
締
役
等
の
法
理
に
よ
り
会
社
の
経
営
者
に
準
ず
る
規
制
を
受
け
さ
せ
る
。
二
〇
二
一
年
一
二
月
に
全
国
人

民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
審
議
さ
れ
た
第
一
回
目
の
中
国
会
社
法
改
正
草
案
に
お
い
て
は
、
②
を
採
用
し
て
規
定
が
設
け
ら
れ
た（

（5
（

。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
筆
者
は
①
を
支
持
し
た
い
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
中
国
の
証
券
市
場
に
お
い
て
、
上
場
会
社
の
支
配
株
主

と
実
質
的
支
配
者
は
誠
信
義
務（

（5
（

を
負
う
こ
と
が
監
督
機
関
で
あ
る
中
国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
に
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
中
国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
上
場
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
」（

（6
（

の
中
に
支
配
株
主
は

誠
信
義
務
を
負
う
と
明
文
で
定
め
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。
ま
た
、
二
〇
二
二
年
中
国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
よ
り
公
布
・
施
行
し
た
「
上
場

会
社
定
款
指
引
」（

（6
（

三
九
条
に
は
、
支
配
株
主
だ
け
で
は
な
く
、
実
質
的
支
配
者
は
支
配
株
主
と
同
様
に
誠
信
義
務
を
負
う
と
明
記
さ

れ
た（

（6
（

。
こ
こ
で
い
う
支
配
株
主
と
実
質
的
支
配
者
の
誠
信
義
務
は
、
民
法
の
信
義
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
支
配
株
主
と
実
質
的

支
配
者
は
そ
の
支
配
力
を
行
使
す
る
際
に
自
分
の
利
益
を
図
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
こ
れ

に
よ
り
、
誠
実
義
務
は
支
配
株
主
の
規
制
と
実
質
的
支
配
者
の
規
制
を
統
括
す
る
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
現
行
法
の
規
定
で
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
別
途
に
規
定
を
設
け
る
必
要
が
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
立
法
の
技
術
か
ら
す
れ
ば
、
上
記
①
を
採
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
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（
二
）
小
括

　

上
記
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
株
主
信
認
義
務
理
論
に
つ
い
て
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
と
デ
ラ
ウ
ェ

ア
州
の
モ
デ
ル
の
二
つ
の
モ
デ
ル
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
二
つ
の
モ
デ
ル
に
は
主
と
し
て
以
下
の
重
要
な
違
い
が
あ
る
。
①
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
と
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
モ
デ
ル
の
適
用
対
象
は
異
な
る
。
②
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
と
デ
ラ
ウ
ェ

ア
州
の
モ
デ
ル
の
適
用
範
囲
は
一
致
し
て
い
な
い
。
③
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
モ
デ
ル
と
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
モ
デ
ル
の
内
容
は
一

致
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
証
券
法
の
分
野
に
お
い
て
、「
詐
欺
」
を
通
じ
て
信
認
義
務
の
理
論
を
適
用
し
て
少
数
株
主
（
投
資
者
）

は
支
配
株
主
の
民
事
責
任
を
追
及
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
権
利
濫
用
理
論
で
は
、
会
社
法

に
明
文
で
支
配
株
主
の
権
利
濫
用
と
支
配
力
の
濫
用
を
規
定
す
る
点
は
最
も
大
き
い
特
徴
と
な
る
。
中
国
に
お
い
て
、
支
配
株
主
の

規
制
は
、
会
社
法
だ
け
で
は
な
く
、
証
券
法
に
も
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
証
券
法
の
分
野
に
お
い
て
、
特
に
二

〇
二
〇
年
三
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
改
正
中
国
証
券
法
の
下
に
、
虚
偽
記
載
や
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
事
件
に
お
い
て
権
利
濫
用
の

理
論
に
よ
っ
て
支
配
株
主
の
責
任
が
追
及
さ
れ
る
事
件
も
少
な
く
な
い（

（6
（

。
ま
た
、
中
国
法
に
お
い
て
、
実
質
的
支
配
者
の
概
念
が
あ

り
、
実
質
的
支
配
者
が
支
配
株
主
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
た
め
、
支
配
株
主
と
同
様
に
責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
法
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
信
認
義
務
理
論
を
導
入
す
る
な
ら
、
ま
ず
、
上
記
①
②
③
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
に

直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
信
認
義
務
及
び
そ
の
基
礎
と
な
る
信
託
法
は
イ
ギ
リ
ス
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本

社
会
・
国
民
が
ど
こ
ま
で
理
解
・
納
得
で
き
る
か
は
懸
念
が
あ
る
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
信
認
義
務
の
内
容
は
、
立
証
責
任
転
換
の

点
を
除
い
て
、
そ
の
内
容
は
中
国
法
の
権
利
濫
用
モ
デ
ル
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
信
認
義
務
を
導
入
し
な
く
て
も
、

法
定
責
任
と
し
て
権
利
濫
用
理
論
に
立
証
責
任
転
換
を
加
え
る
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
株
主
信
認
義
務
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
効
果
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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五　

会
社
法
と
金
融
商
品
取
引
法
の
異
な
る
使
命
と
支
配
株
主
規
制
の
構
築

（
一
）
会
社
法
と
金
融
商
品
取
引
法
の
異
な
る
使
命

　

会
社
法
は
会
社
制
度
を
規
範
す
る
も
の
で
あ
り
、
資
本
市
場
の
基
本
法
で
も
あ
る
。
会
社
法
に
お
け
る
支
配
株
主
を
規
制
す
る
目

的
は
、
会
社
及
び
少
数
株
主
の
利
益
を
守
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
い
え
ば
、
会
社
制
度
に
お
け
る
支
配
株
主
と
会
社

の
利
益
衝
突
、
支
配
株
主
と
少
数
株
主
の
利
益
衝
突
と
い
う
「
構
造
的
な
利
益
相
反
」
の
問
題
が
存
在
す
る
た
め
、
そ
れ
を
解
決
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

証
券
法
は
情
報
開
示
の
法
律
で
あ
る
。
証
券
法
の
最
も
重
要
な
使
命
は
証
券
市
場
の
秩
序
を
維
持
し
て
投
資
者
の
利
益
を
守
る
た

め
で
あ
る（

（6
（

と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
記
に
よ
り
、
会
社
法
と
金
融
商
品
取
引
法
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
で
も
支
配
株
主
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
使
命
と

性
質
が
異
な
る
た
め
、
支
配
株
主
を
規
制
す
る
こ
と
を
実
現
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
違
っ
て
く
る
。

（
二
）
会
社
法
と
金
融
商
品
取
引
法
か
ら
見
た
支
配
株
主
の
規
制

　

支
配
株
主
の
規
制
か
ら
し
て
、
会
社
法
に
お
け
る
支
配
株
主
規
制
と
金
融
商
品
取
引
法
に
お
け
る
支
配
株
主
の
規
制
は
、
支
配
株

主
規
制
の
異
な
る
側
面
か
ら
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
そ
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
二

点
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
①
規
定
の
性
質
に
つ
い
て
、
会
社
法
は
私
法
の
実
体
法
規
定
と
し
て
支
配
株
主
の
義
務
等
を
定
め
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
支
配
株
主
と
会
社
と
そ
の
他
の
株
主
と
の
利
益
を
調
整
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
事
責
任
を
追
及
す
る
根

拠
と
な
る
。
金
融
商
品
取
引
法
は
情
報
開
示
を
中
心
に
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
支
配
株
主
の
民
事
責
任
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
責
任

の
根
拠
に
も
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
会
社
法
に
支
配
株
主
規
制
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
金
融
商
品
取
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引
法
に
行
政
法
規
定
を
置
く
こ
と
は
で
き
る
。
②
両
者
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
、
民
事
責
任
の
部
分
に
つ
い
て
、
両
者
は
異
な
る
面

に
適
用
さ
れ
る
が
、
両
者
の
適
用
に
重
な
る
部
分
も
あ
り
う
る
。
行
政
責
任
の
部
分
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
会
社
法
の
規
制
が
行

政
責
任
を
追
及
す
る
根
拠
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
、
虚
偽
記
載
に
お
け
る
取
締
役
等
の
役
員
の
責
任
に
つ
い
て
、
金
融
商
品

取
引
法
に
は
不
法
行
為
法
の
特
則
と
し
て
立
証
責
任
の
転
換
等
が
定
め
ら
れ
た
が
、
取
締
役
等
が
虚
偽
記
載
に
注
意
を
尽
く
し
た
か

と
い
う
こ
と
の
判
断
に
つ
い
て
会
社
法
に
定
め
ら
れ
る
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

上
記
に
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
、
支
配
株
主
規
制
を
構
築
す
る
際
に
、
①
会
社
法
と
金
融
商
品
取
引
法
と
の
二
つ
の
法
律
に
お
け

る
支
配
株
主
規
制
を
統
括
す
る
法
理
論
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
②
金
融
商
品
取
引
法
に
お
い
て
行
政
法
規
定
と
し
て
支
配

株
主
規
制
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
と
い
っ
た
二
つ
の
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
三
）
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
規
制
の
意
義

　

日
本
に
お
い
て
、
金
融
庁
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
」
が
あ
る
。「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
コ
ー
ド
」
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
に
関
す
る
重
要
な
も
の
と
し
て
、
法
的
拘
束
力
が
な
い
た
め
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
に

帰
属
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

支
配
株
主
規
制
の
導
入
に
つ
い
て
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
」
を
導
入
す
る
こ
と
は
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
方
法
の
最
も
重
要
な
意
義
に
つ
い
て
、
①
法
律
で
は
な
い
の
で
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
範
囲
で
試
験
的
に
実
施
し

て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
設
計
を
観
察
・
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
支
配
株
主
規
制
は
会
社
制
度
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
重
要
な
制
度
で
あ
る
た
め
、
か
か
る
制
度
の
導
入
は
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
式
に
会
社
法
等
の
法

律
に
定
め
る
前
に
、
試
験
的
に
実
施
し
て
み
る
こ
と
に
よ
り
経
験
を
蓄
積
す
る
こ
と
は
で
き
、
そ
れ
は
将
来
の
立
法
に
重
要
な
意
義

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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六　

終
わ
り
に

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
及
び
中
国
の
支
配
株
主
の
定
義
を
対
比
す
れ
ば
、
三
か
国
は
同
じ
「
支
配
力
・
実
質
基

準
」
を
採
っ
て
い
る
が
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
は
「
支
配
力
」
を
重
要
視
し
て
、
株
主
で
は
な
い
者
で
あ
る
実
質
的
支
配
者
も
規
制
の

対
象
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
日
本
に
お
い
て
は
、
支
配
株
主
の
基
準
に
お
い
て
「
出
資
関
係
」
が
過
度
に
強
調
さ

れ
る
た
め
、
株
主
で
は
な
い
者
で
あ
る
実
質
的
支
配
者
が
支
配
株
主
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
法

と
ア
メ
リ
カ
法
と
比
べ
れ
ば
、
日
本
法
に
お
け
る
支
配
株
主
の
範
囲
が
狭
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
中
間
整
理
」
に
お
い
て
は
、「
支
配
的
な
株
主
」
と
い
う
概
念
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
支
配
株
主
の
範
囲
を
広
げ
る
意
欲
が
み

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
会
社
法
に
採
ら
れ
た
定
義
の
範
囲
（
出
資
か
ら
考
え
る
範
囲
）
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

る
。
日
本
法
に
お
い
て
支
配
株
主
の
定
義
に
は
実
質
的
支
配
者
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
支
配
株
主
を
規
制
す
る
効
果
、
特
に
金

融
商
品
取
引
法
の
情
報
開
示
制
度
の
効
果
は
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
支
配
株
主
の
判
断
基
準
に
お
い
て
、「
支
配
力
」
を
核
心
的
基
準
と
し
て
採
る
の
で
あ
れ
ば
、
支
配
株
主
規
制
の
基
礎
理

論
を
構
築
す
る
際
に
、
当
然
の
支
配
株
主
、
支
配
的
な
株
主
、
実
質
的
支
配
者
と
い
っ
た
三
者
を
含
め
て
、
全
て
の
支
配
者
の
規
制

を
統
括
す
る
理
論
を
採
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
そ
の
意
味
で
、
支
配
株
主
規
制
を
制
定
す
る
な
ら
、
信
認
義
務
理
論
で
は
な
く
、

「
権
利
濫
用
の
理
論
」
を
導
入
し
て
株
主
権
利
の
濫
用
的
行
使
の
禁
止
、
支
配
力
の
不
正
行
使
の
禁
止
の
規
定
を
定
め
る
こ
と
が
妥

当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
会
社
法
に
立
法
さ
れ
て
い
な
い
前
提
の
下
に
、
情
報
開
示
の
強
化
と
い
う
視
点
か
ら
行
政
法
規
定
と
し
て
金
融
商
品
取

引
法
に
支
配
株
主
の
規
制
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
そ
の
定
め
ら
れ
る
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
非
常
に
有
意
義
で

あ
り
、
現
実
的
な
方
法
で
も
あ
る
。
行
政
法
規
定
と
し
て
の
支
配
株
主
規
制
は
私
法
の
実
体
法
で
あ
る
会
社
法
に
支
配
株
主
規
制
が
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欠
け
る
と
し
て
も
不
都
合
が
生
じ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
な
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
は

拘
束
力
が
な
い
が
、
支
配
株
主
規
制
を
定
め
れ
ば
、
証
券
市
場
に
知
ら
れ
る
点
や
経
験
を
蓄
積
す
る
点
か
ら
し
て
重
要
な
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
。

（
1
）　

東
京
証
券
取
引
所
が
二
〇
二
〇
年
七
月
一
日
に
公
開
し
た
「
従
属
上
場
会
社
に
お
け
る
少
数
株
主
保
護
の
在
り
方
等
に
関
す
る
研
究

会
の
設
置
要
綱
」（https://w

w
w

.jpx.co.jp/equities/im
provem

ents/study-group/nlsgeu000004acah-att/nlsgeu000004djvd.
pdf

）
を
参
照
。

（
2
）　
「
研
究
会
」
に
よ
り
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
に
公
表
さ
れ
た
「
支
配
株
主
及
び
実
質
的
な
支
配
力
を
持
つ
株
主
を
有
す
る
上
場
会
社

に
お
け
る
少
数
株
主
保
護
の
在
り
方
等
に
関
す
る
中
間
整
理
」
に
お
い
て
「
構
造
的
な
利
益
相
反
」
と
の
概
念
を
使
用
し
て
問
題
が
整
理

さ
れ
た
。

（
3
）　

田
代
有
嗣
『
親
子
会
社
の
法
律
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
六
八
年
）
一
二
頁
以
下
。

（
4
）　

江
頭
憲
治
郎
『
結
合
企
業
法
の
立
法
と
解
釈
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
六
―
九
頁
、
宮
島
司
『
企
業
結
合
法
の
論
理
』（
弘
文
堂
、

一
九
八
九
年
）
一
五
頁
。
上
村
達
男
『
会
社
法
は
誰
の
た
め
に
あ
る
の
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）
二
二
二
頁
。

（
5
）　
「
中
間
整
理
」
に
お
い
て
「
支
配
的
な
株
主
を
有
す
る
上
場
会
社
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、
支
配
的
な
株
主
が
会
社
提
案
に
反
対
す

る
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
で
独
立
社
外
取
締
役
三
名
全
員
の
再
任
議
案
が
否
決
さ
れ
、
当
該
上
場
会
社
に
社
外
取
締
役
が
不
在
と
な
っ

た
事
例
」
が
あ
っ
た
と
示
さ
れ
た
。
こ
の
事
例
は
「
権
利
の
濫
用
」
に
該
当
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）　
「
中
間
整
理
」
に
お
い
て
「
支
配
的
な
株
主
を
有
す
る
上
場
会
社
に
お
け
る
主
力
事
業
を
支
配
的
な
株
主
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
譲
り

渡
す
よ
う
、
支
配
的
な
株
主
か
ら
迫
ら
れ
た
と
上
場
会
社
が
主
張
し
た
事
例
」
が
あ
っ
た
と
示
さ
れ
た
。
こ
の
事
例
は
「
支
配
力
の
濫

用
」
に
該
当
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）　
「
中
間
整
理
」
に
お
い
て
「
現
行
の
上
場
制
度
は
「
支
配
株
主
」
の
定
義
に
該
当
し
な
い
株
主
に
は
適
用
さ
れ
な
い
一
方
で
、
支
配

株
主
に
は
該
当
し
な
い
株
主
が
議
決
権
や
取
締
役
会
に
対
す
る
支
配
力
を
背
景
と
し
た
強
い
影
響
力
を
持
つ
上
場
会
社
に
お
い
て
も
構
造
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的
な
利
益
相
反
の
弊
害
が
顕
在
化
す
る
事
例
」
が
あ
っ
た
と
示
さ
れ
た
。

（
8
）　
「
中
間
整
理
」
に
お
い
て
「
支
配
的
な
株
主
を
有
す
る
上
場
会
社
に
お
い
て
、
支
配
的
な
株
主
と
の
間
で
当
該
上
場
会
社
の
取
締
役

会
の
構
成
や
株
式
の
売
渡
等
に
関
す
る
合
意
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
支
配
的
な
株
主
と
の
争
い
を
契
機
に
事
後
的
に
明
ら
か
に
な
る
事

例
」
が
あ
っ
た
と
示
さ
れ
た
。
こ
の
事
例
は
金
融
商
品
取
引
法
の
情
報
開
示
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）　

岩
原
紳
作
・
神
田
秀
樹
・
野
村
修
也
『
平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
―
―
会
社
実
務
に
お
け
る
影
響
と
判
例
の
読
み
方
』（
有
斐
閣
、

二
〇
一
五
年
）
一
三
頁
。

（
10
）　

朱
大
明
『
支
配
株
主
規
制
の
研
究
―
―
中
国
会
社
法
を
素
材
と
し
て
』（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）
八
頁
。

（
11
）　

例
え
ば
、
子
会
社
取
締
役
が
不
利
な
条
件
で
親
会
社
と
取
引
す
る
こ
と
が
善
管
注
意
義
務
に
反
す
る
違
法
行
為
に
該
当
す
る
と
し
て
、

そ
の
差
止
め
を
請
求
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
日
本
会
社
法
三
六
〇
条
、
三
八
五
条
）。

（
12
）　

取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任
つ
い
て
の
代
表
的
文
献
と
し
て
、
近
藤
光
男
『
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任
』（
中
央
経
済
社
、
一
九
九
六

年
）、
山
田
泰
弘
『
株
主
代
表
訴
訟
の
法
理
』（
信
山
社
、
二
〇
二
〇
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
13
）　

代
表
的
文
献
と
し
て
、
岩
原
紳
作
『
商
事
法
論
集
Ⅳ　
株
主
総
会
決
議
を
争
う
訴
訟
の
構
造
』（
商
事
法
務
、
二
〇
二
二
年
）
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。

（
14
）　

例
え
ば
、
平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
に
お
い
て
、
親
会
社
が
子
会
社
と
の
間
の
利
益
相
反
に
よ
り
子
会
社
に
不
利
益
を
与
え
た
場
合

の
親
会
社
の
責
任
を
規
定
す
る
こ
と
が
中
間
試
案
に
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
規
定
は
立
法
化
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
重
要
な
原
因
は

経
済
界
の
反
対
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
神
田
秀
樹
、『
平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
―
―
会
社
実
務
に
お
け
る
影
響
と
判
例
の
読
み

方
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
）
一
三
頁
注
30
）。

（
15
）　

朱
大
明
・
行
岡
睦
彦
「
支
配
株
主
に
よ
る
影
響
力
濫
用
の
研
究
」
清
華
法
学
二
〇
一
九
年
第
二
号
、
八
〇
頁
。

（
16
）　

朱
大
明
・
行
岡
睦
彦
「
支
配
株
主
に
よ
る
影
響
力
濫
用
の
研
究
」
清
華
法
学
二
〇
一
九
年
第
二
号
、
八
〇
頁
。

（
17
）　

江
頭
憲
治
郎
『
結
合
企
業
法
の
立
法
と
解
釈
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
一
七
頁
。

（
18
）　

江
頭
憲
治
郎
『
結
合
企
業
法
の
立
法
と
解
釈
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
一
五
―
一
六
頁
。

（
19
）　
「
支
配
力
の
基
準
」
に
つ
い
て
、「
研
究
会
」
第
一
回
会
議
に
お
い
て
①
株
主
総
会
決
議
を
支
配
し
得
る
過
半
数
を
有
す
る
株
主
、
②

継
続
的
に
株
主
総
会
を
支
配
し
て
い
る
者
、
③
支
配
契
約
な
ど
の
契
約
に
基
づ
き
会
社
を
支
配
す
る
者
、
と
い
っ
た
よ
う
に
支
配
株
主
を
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三
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
分
類
の
方
法
は
「
支
配
力
」
を
重
要
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
（「
研
究
会
」
第
一
回
会
議
の
議
事
概
要
に
神
作
裕
之
教
授
の
発
言
）。

（
20
）　

朱
大
明
『
支
配
株
主
規
制
の
研
究
―
―
中
国
会
社
法
を
素
材
と
し
て
』（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
五
四
頁
。

（
21
）　
「
研
究
会
」
第
一
回
会
議
の
議
事
録
に
神
作
裕
之
教
授
の
発
言
を
参
照
。

（
22
）　

日
本
金
融
商
品
取
引
法
三
一
条
の
四
第
三
項
。

（
23
）　

有
価
証
券
上
場
規
程
二
条
四
二
号
の
二
。

（
24
）　
「
中
間
整
理
」
三
頁
。

（
25
）　

証
券
取
引
法
研
究
会
国
際
部
会
訳
編
『
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
理
：
分
析
と
勧
告
」
の
研
究
』

（
日
本
証
券
経
済
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）
六
頁
。

（
26
）　Controller Confusion, Realigning Controlling Stockholders A

nd Controlled Boards, 133 H
arv. L. Rev. 1706, 1715

（2020

）.

（
27
）　

本
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
創
業
者
で
あ
る
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
は
持
株
が
な
く
て
も
会
社
に
対
す
る
支
配
力
を
有
す
る
と
指

摘
さ
れ
た
（Controller Confusion, Realigning Controlling Stockholders A

nd Controlled Boards, 133 H
arv. L. Rev. 1706, 

1715

（2020

））。

（
28
）　

現
行
中
国
会
社
法
二
一
六
条
二
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

支
配
株
主
と
は
、
そ
の
出
資
額
が
有
限
責
任
会
社
の
資
本
総
額
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
株
主
、
又
は
そ
の
保
有
す
る
株
式
が
株
式
会

社
の
株
式
資
本
総
額
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
株
主
並
び
に
出
資
額
又
は
保
有
株
式
の
比
率
が
五
〇
％
未
満
で
あ
る
が
、
そ
の
出
資
額
又

は
保
有
株
式
に
よ
り
有
す
る
議
決
権
が
株
主
会
（
日
本
の
有
限
会
社
の
役
員
総
会
に
相
当
）
又
は
株
主
総
会
の
決
議
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
の
に
十
分
な
株
主
を
指
す
。

（
29
）　

二
〇
二
〇
年
「
上
場
会
社
買
収
管
理
方
法
」
八
四
条
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

以
下
の
い
ず
れ
か
の
状
況
が
あ
れ
ば
、
上
場
会
社
の
支
配
権
を
有
す
る
と
見
な
す
。

①
投
資
者
は
上
場
会
社
の
五
〇
％
以
上
の
株
式
を
有
す
る
支
配
株
主
で
あ
る
こ
と
。

②
投
資
者
は
実
質
的
に
支
配
で
き
る
上
場
会
社
の
議
決
権
が
三
〇
％
を
超
え
る
こ
と
。
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③
投
資
者
は
上
場
会
社
の
議
決
権
を
実
質
的
に
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
董
事
会
の
過
半
数
の
メ
ン
バ
ー
の
選
任
を
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

④
投
資
者
は
上
場
会
社
の
議
決
権
を
実
質
的
に
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
株
主
総
会
の
決
議
に
対
し
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
。

⑤
中
国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
が
認
め
る
そ
の
他
の
状
況
。

（
30
）　

関
連
関
係
と
は
、
会
社
の
支
配
株
主
、
実
質
的
支
配
者
、
董
事
、
監
事
、
高
級
管
理
職
と
そ
の
直
接
又
は
間
接
的
に
支
配
す
る
企
業

と
の
間
の
関
係
、
及
び
会
社
の
利
益
移
転
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
そ
の
他
の
関
係
を
指
す
。
但
し
、
国
が
持
分
を
支
配
す
る
企
業
間

で
は
、
国
に
支
配
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
み
に
よ
り
関
連
関
係
が
あ
る
と
は
み
な
さ
な
い
（
中
国
会
社
法
二
〇
一
六
条
四
号
）。

（
31
）　

例
え
ば
、
虚
偽
記
載
に
お
い
て
支
配
株
主
と
実
質
的
支
配
者
は
責
任
追
及
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
（
中
国
証
券
法
八
五
条
）、
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
お
い
て
支
配
株
主
と
実
質
的
支
配
者
は
規
制
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
（
中
国
証
券
法
五
一
条
）
が
中
国
の
証
券
法

に
定
め
ら
れ
た
。

（
32
）　

陳
潔
「
実
質
的
支
配
者
に
対
す
る
会
社
法
規
制
の
体
系
性
に
関
す
る
思
考
」
北
京
理
工
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
二
〇
二
二
年
五

号
、
七
頁
。

（
33
）　
「
研
究
会
」
第
一
回
目
会
議
の
資
料
5
「
上
場
子
会
社
に
関
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
在
り
方
」
七
頁
。

（
34
）　

日
本
に
お
い
て
、
解
釈
論
と
し
て
、
子
会
社
（
従
属
会
社
）
の
取
締
役
の
責
任
を
通
じ
た
親
子
会
社
間
の
取
引
の
公
正
の
確
保
、
支

配
株
主
の
誠
実
義
務
、
信
認
義
務
、
権
利
濫
用
の
禁
止
、
非
通
例
的
取
引
を
行
っ
た
支
配
株
主
の
損
害
賠
償
責
任
等
の
理
論
、
等
の
理
論

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）　

宮
崎
裕
介
「
支
配
株
主
の
責
任
と
少
数
派
株
主
の
保
護
―
―
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
直
接
訴
訟
制
度
を
参
考
に
し
て
」
六
甲
台
論
集

法
学
政
治
学
編
五
五
巻
一
号
二
八
頁
、
三
枝
一
雄
「
支
配
株
主
と
信
認
義
務
―
―
支
配
権
濫
用
抑
制
の
た
め
の
一
つ
の
理
論
」
法
学
論
叢

四
四
巻
二
・
三
号
、
一
七
六
頁
。「
研
究
会
」
第
二
回
議
事
概
要
に
三
瓶
メ
ン
バ
ー
の
発
言
を
参
照
。

（
36
）　

江
頭
憲
治
郎
『
会
社
法
人
格
否
認
の
法
理
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）
四
一
〇
頁
、
黒
沼
悦
郎
『
会
社
法
』（
商
事
法
務
、

二
〇
一
七
年
）
三
六
七
頁
等
参
照
。

（
37
）　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
会
社
制
度
は
各
州
の
法
律
に
よ
り
定
め
る
が
、
会
社
の
税
制
は
連
邦
の
法
律
で
統
一
的
に
決
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。



460

法学研究 96 巻 1 号（2023：1）

（
38
）　Steven L. Em

anuel, Corporation, CIT
IC Publishing H

ouse, 249

（2003

）.

（
39
）　Robert C. A

rt, Shareholder Rights and Rem
edies in Close Corporations: O

ppression, Fiduciary D
uties, A

nd 
Reasonable Expectations, 28‌ J. Corp. L. 371, 382 （2003

）.
（
40
）　

そ
の
ほ
か
に
、
ま
た
株
主
圧
迫
防
止
制
度
（shareholder oppression

）、
株
主
間
契
約
も
あ
る
。

（
41
）　M

ary Siegel, Fiduciary D
uty M

yths in Close Corporate Law
, 29‌ D

el. J. Corp. L. 377 （2004

）.

（
42
）　Sm

ith v. A
tlantic Properties, Ins, 422 N

.E.2d 798 （M
ass. 1981

）.

（
43
）　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
最
高
裁
判
所
は
一
九
七
五
年
のD

onahue v. Rodd Electrotype Co.

の
事
件
に
お
い
て
閉
鎖
会
社
の

株
主
間
に
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
と
同
様
に
信
認
義
務
を
を
負
う
べ
き
と
示
し
た
。
こ
の
信
認
義
務
は
最
大
限
の
善
意
と
忠
実
の
義
務

（D
uty of U

tm
ost Good Faith and Loyalty

）
を
尽
く
す
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
た
（D

onahue v. Rodd Electrotype Co. of 
N

ew
 England, Inc., 367 M

ass. 578, 587 

（1975

）.）。
ま
た
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
平
等
機
会
規
則
（equal opportunity

）
が
確

立
さ
れ
た
。

（
44
）　Bodio v. Ellis, 401 M

ass. 1, 
（1987

）; W
ilkes v. Springside N

ursing H
om

e, Inc., 370 M
ass. 842, 

（1976

）; M
eiselm

an 
v. M

eiselm
an, 309 N

.C. 279, （1983
）.

（
45
）　

合
法
的
商
業
目
的
規
則
（rebuttable legitim

ate business purpose test

）
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
最
高
裁
判
所
で
一
九

七
六
年
のW

ilkes v. Springside N
ursing H

om
e, Inc.

の
事
件
に
初
め
て
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
合
法
的
商
業
目
的
規
則
を
通
じ

て
被
告
が
信
認
義
務
に
違
反
し
た
か
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

（
46
）　Bodio v. Ellis, 401 M

ass. 1, 

（1987

）; W
ilkes v. Springside N

ursing H
om

e, Inc., 370 M
ass. 842, 

（1976

）; M
eiselm

an 
v. M

eiselm
an, 309 N

.C. 279, （1983

）.

（
47
）　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
最
高
裁
判
所
は
一
九
七
六
年
のW

ilkes v. Springside N
ursing H

om
e, Inc.

の
事
件
に
お
い
て
合
理

的
な
期
待
原
則
（reasonable expectation

）
を
提
出
し
た
。
当
該
事
件
に
お
い
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
最
高
裁
判
所
は
支
配

株
主
の
信
認
義
務
を
判
断
す
る
際
に
、
合
法
的
商
業
目
的
規
則
（rebuttable legitim

ate business purpose test

）
を
考
慮
す
る
以

外
に
、
具
体
的
な
事
実
に
よ
り
、
合
理
的
な
期
待
（Reasonable Expectation
）
と
い
う
こ
と
を
要
素
と
し
て
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
示
し
た
。
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（
48
）　D

onahue v. Rodd Electrotype Co. of N
ew

 England, Inc., 367 M
ass. 578, 587 （1975

）.
（
49
）　

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
最
高
裁
判
所
は
一
九
九
三
年
のN

ixon v. Blackw
ell

の
事
件
に
お
い
て
会
社
モ
ニ
タ
ー
規
則
（corporate 

m
onitor

）
に
よ
り
支
配
株
主
の
行
為
を
規
制
す
べ
き
と
示
し
た
。

（
50
）　Julian V

elasco, H
ow

 M
any Fiduciaries D

uties A
re T

here in Corporate Law
, 83‌ S. Cal. L. Rev. 1231, 1308 

（2010
）.

（
51
）　W

einberger v. U
O

P, Inc., 457 A
.2d 701 （D

el. 1983

）.

（
52
）　

朱
大
明
・
行
岡
睦
彦
「
支
配
株
主
に
よ
る
影
響
力
濫
用
の
研
究
」
清
華
法
学
二
〇
一
九
年
二
号
、
七
二
頁
。

（
53
）　

朱
大
明
「
ア
メ
リ
カ
会
社
法
に
お
け
る
支
配
株
主
信
認
義
務
の
本
義
と
そ
の
移
植
の
可
能
性
」
比
較
法
学
二
〇
一
七
年
五
号
、
四
五

頁
。

（
54
）　

中
国
会
社
法
二
一
六
条
四
号
。

（
55
）　

そ
の
影
響
は
中
国
会
社
法
二
〇
条
、
二
一
条
を
根
拠
と
す
る
判
例
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る

影
響
も
極
め
て
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
56
）　

陳
潔
「
実
質
的
支
配
者
に
対
す
る
会
社
法
規
制
の
体
系
性
に
関
す
る
思
考
」
北
京
理
工
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
二
〇
二
二
年
五

号
、
二
頁
。

（
57
）　

文
献
と
し
て
、
陳
潔
「
実
質
的
支
配
者
に
対
す
る
会
社
法
規
制
の
体
系
性
に
関
す
る
思
考
」
北
京
理
工
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）

二
〇
二
二
年
五
号
、
鄭
彧
「
上
場
会
社
実
質
的
支
配
者
の
法
律
責
任
の
反
省
と
そ
の
構
築
」
法
学
研
究
二
〇
二
一
年
二
号
、
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。

（
58
）　

全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
審
議
さ
れ
た
第
一
回
目
の
中
国
会
社
法
改
正
草
案
の
一
九
一
条
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
影
の

取
締
役
制
度
を
導
入
し
て
実
質
的
支
配
者
を
規
制
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。

（
59
）　

こ
の
「
誠
信
義
務
」
の
意
味
は
非
常
に
不
明
確
で
あ
り
、
私
法
の
一
般
法
と
な
る
民
法
の
信
義
則
に
由
来
す
る
、
一
般
の
忠
実
義
務

と
理
解
す
れ
ば
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
60
）　
「
上
場
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
」
の
中
国
語
の
原
文
は
「
上
市
公
司
治
理
準
則
」
と
な
り
、
そ
の
成
立
は
二
〇
〇

二
年
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
に
初
め
て
改
正
さ
れ
た
。
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（
61
）　
「
上
場
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
」
一
九
条
。

（
62
）　
「
上
場
会
社
定
款
指
引
」
は
一
九
九
七
年
成
立
、
そ
の
後
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
一
九
、
二
〇
二
二
年

に
改
正
が
な
さ
れ
た
。
現
行
の
規
定
は
二
〇
二
二
年
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
63
）　
「
上
場
会
社
定
款
指
引
」
三
九
条
二
項
に
支
配
株
主
及
び
実
質
的
支
配
者
は
会
社
又
は
社
会
公
衆
株
主
に
対
し
て
誠
信
義
務
を
負
う

と
明
文
で
定
め
ら
れ
た
。

（
64
）　

朱
大
明
・
行
岡
睦
彦
「
支
配
株
主
に
よ
る
影
響
力
濫
用
の
研
究
」
清
華
法
学
二
〇
一
九
年
二
号
、
七
四
頁
。

（
65
）　

例
え
ば
、
虚
偽
記
載
の
事
件
と
し
て
非
常
に
有
名
な
も
の
と
し
て
二
〇
二
〇
年
に
生
じ
た
「
康
美
薬
業
株
式
会
社
事
件
」、「
五
洋
株

式
会
社
事
件
」
等
を
典
型
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

（
66
）　

日
本
金
融
商
品
取
引
法
一
条
に
定
め
ら
れ
た
立
法
の
目
的
に
つ
い
て
、
二
元
説
、
統
合
説
等
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
二
元
説

を
採
用
す
る
立
場
を
取
る
こ
と
に
す
る
。

（
67
）　

浜
田
宰
『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
解
説
』（
商
事
法
務
・
二
〇
二
二
年
）
三
頁
。




